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ある。

1供託9品種のうち，黄熟期初期に至るまでの生

育日数は奥羽種畜牧場系が135日で最も早熟であり，最

も晩熟だったのは145日のハイブリットコーソ3品種で

ある。

青森県南地方の平年無霜期間は150余日であるから，

最も晩熟なハイブリットコーンでも栽培可能である。

2　生草，乾物，租蛋白質およびTDNのいずれの

収量においても，ハイブリットコーンおよびホワイトデ

デソトコーソはエローデソトコーソを凌駕していた。ハ

イブリットコーソとホワイトデソトコーンの両品種間の
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収量については顕著な差を認めなかった。また，供託エ

ローデソトコーソ4品種間では総じて大深内在来系がす

くやれていた。
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追肥量が混播草地の収量その他におよぽす影響について

閑　　毅一・蛇沼　恒夫・久板崎久二

小針　久典・前田　　敏

（岩手県音訳）

1ま　え　が　き

草地の生産力維持とその向上のためには追肥は刈取り

や放牧などの利用管理とならんで草地管理の主体をなす

ものである。

追肥は少なくとも牧草を収穫利用することによって奪

取された肥料成分を完全に土壌に還元することとさらに

は，より高位な生産をめざして牧草の能力を最大限に発

揮させるための多肥栽培にあると考えられる。しかし施

肥による牧草の応答は土地そのほかの条件により，区々

第1表　試　験　地　の　概　況

たるうこきを示めし適切な施肥量の決定は容易でない。

そこで39年度において現地2カ所を選び，牧草が奪取

する肥料成分を還元した場合の試験成紋と同じ施肥設計

でおこなった本場の試験を取軽め，追肥量が牧草の収量

並びにその分布，草種構成，肥料効率等におよばす影響に

ついて検討し，追肥技術のしっの資料を得ようとした。

2　試　験　方　法

1．試験地の概況（第1表）

試験地は県北，県中，県南の利用1～3年日のオーチ

試　　験　　地 供試牧草地 地　　域　　の　　主　　な　　特　　徴

岩手郡葛巻町江刈

岩手郡滝沢村（本場）

北上市飯豊町村崎野

■‾、「：＝∵‘■、■・【ヽ山k

lこくヽ　r・一t一一「こ

利用3年日

1　年　日

3　年　目

古生層，表層腐植質，火山灰土壌，自然肥沃庭中，有効P205少～
中，塩基多～中
火山灰土嵐反応（徴酸性～中性），有効P205少い。自然肥沃庭中～
低し特にP205固定力）Cαに富むがMg少い。K20供給能低い。
第3紀凰花崗岩を母材とせる沖積，洪積性堆横並びに残審土壌，腐
植に乏しい。弱酸性。

ヤードグラス，ラジノクローバー混播草地を用いた。試

験地の条件は有効燐酸，自然肥沃度等それぞれ異なるが

特に県中の土壌はかならずしも良好と思ほれない。

2．気象　（第1図）

試験地の牧草生育期間（4～10月）の月平均気温は県

南＞県中＞県北であるが，降水量は一般に不均等でとく

に県中においてその分布のむらが甚だしい。

3．試験条件（第2表）

目標収量を4，000軸，7，000枚10，000軸とし，追肥

量はその中に含まれる肥料成分量を1応算出して吸収
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第1図　ハイサグラフ（昭39．4月～10月）

第　2　表　　試験条件並びに追肥量

率，天然供給量等を考慮の上決定した（4000吻区の施肥

量を1とする7，000軸1．75倍，10，000的は2．5倍の量

となる）。

3　試験結果並びに考察

1．期待収量に対する実収量（第3表）

年間の生草収量はいずれの施肥量区も県南＞県北＞県

中の順に多収を示した。

期待収量に対する実収量についてみると4，000毎区は

第　3　表　　期待収量に対する実収量（軸／10α）

いずれも期待収量を大きく（45％～130％）上廻ってい

るが，7，000軸区になると．その差は少なく（4～31％

），県中では期待収量を99％下廻った。10，000軸区で

は，どの試験地も期待どおりの収量はあがらず県南（－

4％），県北は（－20％），県中は最も劣り，－32％と

予想外の低収であった。

また4，000吻区を規準に7，000軸，10，000的区の収量

についてみると，1．75倍，2．5倍と増肥したのにかかわ

らず，その効果はきわめて低く，7．000軸区では県北，

県中が4，000軸区の収量を8～9％上廻ったにすぎず，

県南では変りなかった。また10，000軸区では県南はあず

か3％．県北，県中は16～18％程度の増収にとどまっ

た。39年秋田県畜託によれは水田転換畑における多肥栽

培の結果，3年日において施肥量による収量差はみられ

なかったと拒摘しているが，本試験においては，増肥に

よる効果はいずれの試験地も予想に反して少なかった。

以上の様に施肥による牧草の応答のちがいは地域の土壌

や気象条件により，また草地の新旧，利用方法など試験

地前歴の帰結と思われる。

2・草種別収量（第2図）

生　草収雷

第2図　草種別収量（毎／10α）

各試験地ともオーチャードグラスは施肥量の増大にと

もない直線的な増収を示し，逆にラジノクローバーは減

収した〇三秋氏らが括摘したとおり本試験においても，ラ

ジノクーパーはオーチャードグラスの生育と相関があり

オーチャードグラスが多収のときラジノクローぺ－は低

収であった。これはオーチャードグラスとラジノクロー

バーの競合の結果と考えられ，肥料の増投による収量増

加を草種構成上からみると，各試験地とも増収分は主と

してオーチャードグラスによるもので，このオーチャー

ドクラスの増加は肥料要素中の主としてNの量に左右さ

れたものと考えられる。しかし，期待する収量をあげるた
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めにはラジノクローバーの生育を促しラジノクローノミー

の収量を確保する必要があると思われる。

3．刈取時期別収量（第4表）

各刈取時期別の収量構成についてみると年間収量に示

第　4　表　　刈取時期別収量（吻／10α）
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されたとおり，おおむね多肥になるにしたがってオーチ

ャードグラスは増収し，ラジノクローノミ－は減収の傾向

を示している。

収量分布は各施肥区ともオーチャードグラスの1番草

が年間収量の35～40を示め，2番．3番草と梅雨あけ

までの3回刈りの，合計で年間収量の70～80％近くをし

めるが，ラジノクローバーはオーチャードグラスに比べ

各刈取時期とも比較的変動は少なく安定した生産を示

し，佐藤氏らの括楠とほぼ一致し

た。

第5表　肥料の効率（肥料成分1

軸当収量）

4．肥料の効率（第5表）

いまかりに施肥量で収量を険し，

肥料成分毎当りの収量についてみる

と試験地により多少異なるが多肥に

なるにしたがいその効率はいちじる

しく低下する。

次に増肥分の増収量についてみる

と成分（N十P205十K20）1吻当

肥
料
成
分
1
句
当
り
収
量

収

りの収量は7，000軸区で0～12．7毎．10，000軸区は4

～14．7軸を示し，増肥の効果はきわめて僅少であった。

5．草種別の肥料効率（第3図）

オーチャードグラス，ラジノクローバーとも多肥にな

量
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第3園　草種別肥料効率
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るにしたがい肥料成分1毎当りの収量は低下するが，ラ

ジノクローバーはオーチャードグラスに比べその低下の

度合いは比較的少ない。

このことは，さきに述べた様にラジノクローバーの絶

対収量が低収ながら比較的大きな変化を示さなかったた

めと思われる。

増肥分の増収量についてみると，オーチャードグラス

．ラジノクロ∵－ノべ－とも概して7，000軸区も10，000軸区

もその効率に変りないが，しかし肥料の増投はラジノタ

ロノべ－の生産に全く役立たず，逆にマイナスの効果を示

した。これは，本試験のような1：1．75：2．5倍と云う

1律的な施肥量においてオーチャードグラスの生育がラ

ジノクローバーに勝った結果に他ならないと考えられる

が，ここにおいてラジノクローバーの生育を助長するた

めにはある程度のNの減量あるいはP205，K20の増

量等，肥料要素間のバランスの検討が必要と思われる。

4　む　　す　　び

草地管理の第1は牧草による奪取肥料成分の土壌への完

全還元にあると云われる。

39年度において県北，県中，県南の利用1～3年目の

混播草地に対する追肥量（4t，7tlOt，奪嘲巴料成

分還元）の検討をした，その結果1）施肥による牧草の

応答は試験地によって異なったが．いずれも7t区まで

は概して期待収量を確保出来，10t区では下廻った。

2）しかし肥料の増投は（1：1．75：2．5倍）年間収量

の漸増を示めし，草種別にみると増収分はオーチャード

グラスによってしめられた。3）ラジノクローバーはオ

ーチャードグラスと相関があり，多肥になるにしたがっ

て減少した。これは施用N量に支配された両者の競合に

よるものと考えられる。4）収量分布はオーチャードグ

ラスは一般に春から梅雨あけにかけて収量が片寄り，ラ

ジノクローバーは低収ながら比較的安定した生産を示

した。5）肥料効率は地域によって異なるが多肥となる

程その能率は低下し，また1律的な肥料の多投はラジノ

クローバーの生産に対しマイナスの効果を示した。

6）多肥段階における収量の増加はラジノクローノミーの

生育と収量の確保が必要と考えられ，そのためには肥料

要素間のバラソスの検討が望まれる。

播種朋を異にする飼料作物の生育比較試験

（春夏作の部）

荒田　金三・梼本　　意・佐藤　洋孝

（福島県畜試）

1ま　え　が　き

家畜飼養の面から∴粗飼料給与は年間を通じ，平衡的

に必要量が確保されなければならない。

粗飼料の確保の方法としては，経済的にも生理的に

も，混播牧草が有利と思われるが，現在，応く利用され

ている北方系牧草は春秋を通じて，常にある一定の収量

を確保できる訳ではない。ことに盛夏時の夏枯や，病虫

害などによる減収は著しいものがある。

そこでこの牧草の枯渇期を補うために主要な春夏作青

刈飼料作物を供試し，その播種期ごとの収量を比較し，

次期秋冬作飼料作物と合せ，年間を通じ有利な作付体系

を検知するためこの試験を実施した。

なお，秋冬作の部については，一部次年度にまたがる

ので，今回は春夏作のみの考察にとどめることとし，雨

期の作物の組合せなど総合的検討は次年度に廻すことに

した。

2　試験の方法

lt　試験区の構成

播種期を3期，作物を4種．収穫期4期に分け，2区

制とし，1作物当り，21．67㌔，1収穫期当り　5．4諺とした。

2・供試作物1種子量，施肥量その他

当地域に適応性があると思われるデソトコーン．ソル

ゴー，スーダングラス，テオシソトの4作物をとりあ

げ，それぞれ睦巾80川，播巾15e孤の粂播とし，播種量，

施肥量をそれぞれ，第1象第2表のとおりとした。

3・播種期と収穫期との関係


